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５月１５日（木）に 

長期構想策定に向けた第１４回政策討論会を開催します。 

－「多治見市における住宅団地の現状について」を 

テーマに研究発表－ 

 

県では、新たな長期構想の策定に向け、庁内の若手職員からなる「岐阜県の将来構想研究会」

を設置し、政策課題の検討を進め、去る４月２２日にその報告「長期構想の策定に向けて～人

口減少時代への挑戦～」を知事に提出したところです。 

今後研究会は、未発表研究テーマや新たに研究が必要となるテーマについて引き続き研究し

政策討論会で発表するとともに、有識者を招いた勉強会も開催するなど、引き続き研究会活動

を続けてまいります。 

第１４回目の今回は、未発表のテーマのうち、フィールドワークとして実施した「多治見市

における住宅団地の現状」について、研究員から研究成果発表を行い、参加者で議論します。 

 

○ 開催概要 

（１）開催日時・場所 

  日時：平成２０年５月１５日（木）１２：００～１３：３０ 
  場所：県庁４階防災対策本部外部要員室（特別会議室隣） 
 

（２）内容 

  ○研究成果プレゼンテーション 

   「多治見市における住宅団地の現状について」 

発表者：将来構想研究員：東濃振興局 柴田
し ば た

 幸治
こ う じ

 課長補佐 

  ○フリーディスカッション 

   ※研究成果について、参加者が自由に討議 

 

（３）出席者 

  ○県職員（将来構想研究会メンバーに限らず、自由に参加）等、約７０～１００名程度 
   （プレス関係者の取材、討議への参加も自由） 


